
　

そ
の
後
、
岸
和
田
市
次
期
総

合
計
画
基
本
構
想
素
案
及
び
基

本
計
画
骨
子
案
に
つ
い
て
、
進

捗
状
況
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

17
日
の
委
員
会
で
は
、
文
書

管
理
適
正
化
及
び
文
書
整
理
業

務
、
窓
口
業
務
の
改
善
検
討
支

援
委
託
業
務
の
経
過
と
新
庁
舎

整
備
基
本
計
画
の
修
正
に
向
け

た
検
討

状
況
に

つ
い
て

の
報
告

を
受
け

ま
し
た
。

20
日
の
委
員
会
で
は
、
丘
陵

地
区
の
土
地
売
払
収
入
13
億　

５
５
０
０
万
円
を
含
ん
だ
財
政

調
整
基
金
へ
の
積
み
立
て
、
老

朽
化
に
伴
い
大
規
模
修
繕
を
行

う
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
な
ど
に
対
す
る
補
助
金
、

城
内
・
新
条
・
光
明
小
学
校
で

の
通
年
チ
ビ
ッ
コ
ホ
ー
ム
の
増

設
や
城
東
小
学
校
で
の
夏
期
臨

時
チ
ビ
ッ
コ
ホ
ー
ム
の
開
設
の

た
め
の
費
用
、
児
童
手
当
法
の

一
部
改
正
に
よ
る
児
童
手
当
シ

ス
テ
ム
の
改
修
費
な
ど
の
補
正

予
算
な
ど
を
審
査
し
、
満
場
一

致
で
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

会
期

12
月
８
日
〜
21
日
の
14

日
間

本
会
議
１
日
目
(
12
月
８
日
)

　

監
査
結
果
、
専
決
処
分
の
各

報
告

　

条
例
の
一
部
改
正
や
補
正
予

算
な
ど
の
議
案
の
上
程
、
各
常

任
委
員
会
へ
付
託

　

一
般
質
問

本
会
議
２
・
３
日
目
(
12
月
９
・

10
日
)

　

一
般
質
問

文
教
民
生
・
事
業
常
任
委
員
会

(
12
月
14
・
15
日
)

　

付
託
議
案
の
審
査

本
会
議
４
日
目
(
12
月
15
日
)

補
正
予
算
案
の
上
程
、
採
決

総
務
常
任
委
員
会(
12
月
16
日
)

　

付
託
議
案
の
審
査

庁
舎
建
設
特
別
委
員
会
(
12
月

17
日
)

　

特
定
事
件
の
調
査

予
算
常
任
委
員
会(
12
月
20
日
)

　

付
託
議
案
の
審
査

本
会
議
５
日
目
(
12
月
21
日
)

　

各
常
任
委
員
長
か
ら
付
託
議

案
の
審
査
結
果
報
告
、
採
決

　

公
平
委
員
の
選
任
、
人
権
擁

護
委
員
の
推
薦

　

女
性
差
別
撤
廃
条
約
選
択
議

定
書
の
速
や
か
な
批
准
に
向
け

た
環
境
整
備
を
求
め
る
意
見
書

の
上
程
、
採
決

　

議
会
運
営
委
員
会
に
よ
る
閉

会
中
の
継
続
調
査
の
可
決

　

第
４
回
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
条
例

の
一
部
改
正
や
18
歳
以
下
の
子
を
養
育
す
る
子
育
て
世

帯
に
対
し
、
対
象
者
１
人
に
つ
き
10
万
円
の
給
付
金
を

一
括
給
付
す
る
補
正
予
算
な
ど
19
件
の
議
案
を
審
議
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
女
性
差
別
撤
廃
条
約
選
択
議
定
書
の
速
や
か

な
批
准
に
向
け
た
環
境
整
備
を
求
め
る
意
見
書
を
議
員

か
ら
提
案
し
、
可
決
し
ま
し
た
。

定
例
会
の
概
要

定
例
会
の
概
要

１月 16日に１月 16日に まなび中央公園にオープンした岸和田スケートパークまなび中央公園にオープンした岸和田スケートパーク

12
月
14
日
の
委
員
会
で
は
、

国
民
健
康
保
険
の
出
産
育
児
一

時
金
の
支
給
額
を
引
き
上
げ
る

た
め
の
議
案
を
審
査
し
、
満
場

一
致
で
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

15
日
の
委
員
会
で
は
、
岸
和

田
市
立
浪
切
ホ
ー
ル
、
岸
和
田

だ
ん
じ
り
会
館
、
岸
和
田
城
、

岸
和
田
市
二
の
丸
広
場
観
光
交

流
セ
ン
タ
ー
、
岸
和
田
市
営
駐

車
場
、
岸
和
田
市
営
旧
港
地
区

立
体
駐
車
場
の
令
和
４
年
度
か

ら
の
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る

た
め
の
議
案
や
、
丘
陵
地
区
の

市
有
地
を
売
却
す
る
議
案
な
ど

を
審
査
し
、
満
場
一
致
で
原
案

を
可
決
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
市
水
道
事
業
の

大
阪
広
域
水
道
企
業
団
と
の
統

合
に
向
け
た
検
討
、
協
議
に
関

す
る
覚
書
の
締
結
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

16
日
の
委
員
会
で
は
、
住
民

票
の
写
し
な
ど
を
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
に
設
置
の
特
定
端

末
機
で
交
付
す
る
場
合
の
手
数

料
を
引
き
下
げ
る
た
め
の
議
案

や
、
貝
塚
市
と
火
葬
場
の
設
置

な
ど
の
事
務
を
岸
和
田
市
貝
塚

市
清
掃
施
設
組
合
で
共
同
し
て

行
う
た
め
組
合
規
約
の
一
部
を

変
更
す
る
協
議
の
た
め
の
議
案

を
審
査
し
、
満
場
一
致
で
原
案

を
可
決
し
ま
し
た
。

　

感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
会
議

傍
聴
の
際
は
マ
ス
ク
の
着
用
や
手
指

の
消
毒
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
テ
レ
ビ
岸
和
田
や
ラ
ヂ
オ

き
し
わ
だ
で
も
中
継
を
行
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

各
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
状
況

各
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
状
況

◆
文
教
民
生
常
任
委
員
会

文
教
民
生
常
任
委
員
会

◆
総
務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

◆
予
算
常
任
委
員
会

予
算
常
任
委
員
会

◆
事
業
常
任
委
員
会

事
業
常
任
委
員
会

◆
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会

庁
舎
建
設
特
別
委
員
会

子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
支
給
の

支
給
の

補
正
予
算
な
ど
を
可
決

補
正
予
算
な
ど
を
可
決
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【
問
】
教
育
委
員
会
は
、
学
校
統
廃
合
の
市
民
説
明
会
で
、

小
規
模
校
は
社
会
的
技
能
が
育
た
な
い
、
学
校
行
事
や
部
活

動
が
制
約
さ
れ
る
、
中
学
校
の
専
科
教
員
が
配
置
さ
れ
な
い

な
ど
、
事
実
と
異
な
る
説
明
を
し
て
い
る
。
山
滝
中
学
校
の

文
化
祭
で
劇
に
取
り
組
ん
だ
生
徒
は
「
劇
は
ほ
ぼ
ミ
ス
な
し

で
終
わ
り
満
足
し
て
い
る
。
文
化
祭
は
み
ん
な
が
主
人
公
で
、

み
ん
な
が
楽
し
ん
で
い
た
。
み
ん
な
で
成
功
さ
せ
た
文
化
祭

は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。」
と
感
想
を
述
べ
、
学
校
教
育
自

己
診
断
で
は
、
生
徒
や
保
護
者
は
学
校
を
肯
定
的
に

評
価
し
て
い
る
。
教
育
委
員
会
は
ど
う
考
え
る
の
か
。

【
答
】
充
実
し
た
学
校
行
事
が
行
わ
れ
、
生
徒
の
満

足
し
た
様
子
が
伝
わ
り
、
生
徒
や
保
護
者
、
地
域
か

ら
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

大
災
害
時
に
大
量
発
生
す
る
災
害
ご
み
は
、
日
常
生
活
へ

の
復
帰
を
妨
げ
る
た
め
、
市
は
、
昨
年
３
月
に
岸
和
田
市
災

害
廃
棄
物
処
理
計
画
を
策
定
し
、
ご
み
の
仮
置
場
の
選
定
を

進
め
て
い
る
。
発
災
直
後
の
一
次
集
積
所
の
選
定
は
、
町
会
、

自
治
会
に
依
頼
し
、
今
年
度
中
に
完
了
予
定
で
あ
る
が
、
市

が
設
置
す
る
仮
置
場
は
、
一
定
以
上
の
面
積
が
必
要
な
ど
多

く
の
選
定
条
件
が
あ
り
、
候
補
地
の
選
定
に
至
っ
て
い
な
い
。　
　

  

大
地
震
で
の
災
害
ご
み
の
想
定
量
は
、
平
成
30
年
９
月
の

台
風
21
号
（
約
４
千
ト
ン
）
の
約
４
０
０
倍
で
あ
り
、

複
数
の
仮
置
場
が
必
要
で
あ
る
。
市
民
生
活
を
守
る

た
め
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
の
ほ
か
、
岸
和
田
市

貝
塚
市
清
掃
施
設
組
合
の
旧
清
掃
工
場
跡
地
も
利
用

し
、
被
災
地
域
の
早
期
復
旧
に
備
え
る
べ
き
で
あ
る
。

【
問
】
本
市
は
、
幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
の
選

択
肢
が
あ
り
、
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
で
あ
る
。
全
て
の
公

立
幼
稚
園
・
保
育
所
を
認
定
こ
ど
も
園
化
す
る
計
画
は
た
だ

ち
に
見
直
し
て
は
ど
う
か
。
幼
小
連
携
で
取
り
組
む
天
神
山

幼
稚
園
で
の
幼
稚
園
給
食
は
、
幼
稚
園
と
小
学
校
が
隣
接
し

て
い
る
他
の
施
設
で
も
実
施
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

【
答
】
認
定
こ
ど
も
園
に
再
編
す
る
方
針
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
効
果
検
証
を
行
い
な
が
ら
、
必

要
に
応
じ
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

幼
稚
園
給
食
の
実
施
は
、
調
理
体
制
や
衛
生
管
理

な
ど
の
多
く
の
課
題
が
あ
る
一
方
で
、
保
護
者
ニ
ー

ズ
や
子
育
て
支
援
の
観
点
か
ら
必
要
性
は
認
識
し
て

お
り
、
様
々
な
方
式
を
念
頭
に
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

市
内
事
業
者
の
テ
レ
ワ
ー
ク
実
施
状
況
は
11
％
と
低
い
が
、

全
国
的
に
は
半
数
以
上
の
企
業
が
導
入
に
向
け
動
い
て
い
る
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
が
広
が
る
に
つ
れ
、
居
住
環
境
が
良
い
地
方

へ
の
定
住
需
要
も
生
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
自
宅

で
仕
事
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
カ
フ
ェ
や
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
、
会
議
室
な
ど
の
新
た
な
需
要
も
創
出
さ
れ
る
。

　

そ
の
受
け
皿
と
し
て
、
人
口
減
少
に
伴
い
市
内
で
増
加
し

て
い
る
空
き
家
を
活
用
で
き
れ
ば
、
管
理
や
耐
震
性
に
問
題

の
あ
る
空
き
家
対
策
と
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

活
性
化
に
も
つ
な
が
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
空
き
家

の
リ
フ
ォ
ー
ム
や
耐
震
化
の
改
修
費
用
の
軽
減
が
必

要
と
考
え
る
た
め
、
補
助
制
度
の
創
設
を
強
く
要
望

す
る
。

市
立
小
・
中
学
校
適
正
規
模
及
び
適
正
配
置
実
施
計
画（
第

１
期
）（
案
）
の
地
域
説
明
会
で
は
、
住
民
か
ら
厳
し
い
質

問
が
飛
び
交
い
、
山
直
南
小
学
校
で
は
全
て
反
対
意
見
で
あ

っ
た
。
既
存
の
中
学
校
区
を
単
位
と
し
た
再
編
案
は
、
現
実

を
捉
え
て
お
ら
ず
、
山
直
南
小
学
校
を
な
く
す
こ
と
に
住
民

は
強
く
憤
っ
て
お
り
、
再
考
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
特
認

校
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
東
葛
城
小
学
校
や
幼
小
一
体

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
天
神
山
小
学
校
、
泉
州
山
手

線
計
画
に
あ
る
ま
ち
づ
く
り
で
児
童
が
増
え
る
可
能

性
が
高
い
城
東
小
学
校
も
な
く
す
必
要
が
な
い
と
考

え
る
。
こ
の
計
画
で
学
校
を
再
編
す
る
の
で
は
な
く
、

地
域
や
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
え
る
本
市
独
自
の
教

育
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

　一般質問の様子は、市議会ウェブ

サイトの録画中継のページでご覧い

ただけます。

　令和３年第４回定例会では、18 人の議員が

一般質問を行いました（発言順に掲載）。

　また、２月下旬以降、市議会ウェブサイト

の「会議録の閲覧」のページでも詳細をご覧

いただけます。

市政に関する

一一
般般

質質
問問

要 旨要 旨
小
規
模
校
で
の
生
き
生
き
と
し
た
教
育
に
つ
い
て

小
規
模
校
で
の
生
き
生
き
と
し
た
教
育
に
つ
い
て

小
・
中
学
校
適
正
規
模
適
正
配
置
実
施
計
画
に
つ
い
て

小
・
中
学
校
適
正
規
模
適
正
配
置
実
施
計
画
に
つ
い
て

((誠和クラブ誠和クラブ ))
殿本　マリ子殿本　マリ子

市
立
幼
稚
園
及
び
保
育
所
再
編
方
針
に
つ
い
て

市
立
幼
稚
園
及
び
保
育
所
再
編
方
針
に
つ
い
て

テ
レ
ワ
ー
ク
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

テ
レ
ワ
ー
ク
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

( 大阪維新の会 )( 大阪維新の会 )
宇野　真悟宇野　真悟

((次世代政策会議次世代政策会議 ))
京西　且哲京西　且哲

(日本共産党 )( 日本共産党 )

中井　良介中井　良介

岸田　厚岸田　厚
((日本共産党日本共産党 ))

URL：https://www.city.kishiwada.osaka.

jp/site/gikai/187rokuga.html

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問  

○
新
生
児
聴
覚
検
査

○
新
生
児
聴
覚
検
査

災
害
ご
み
の
集
積
場
所
を
確
保
し
、
災
害
に
備
え
よ

災
害
ご
み
の
集
積
場
所
を
確
保
し
、
災
害
に
備
え
よ

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問  

○
少
人
数
学
級
の
市
独
自
に
よ
る
実
施

○
少
人
数
学
級
の
市
独
自
に
よ
る
実
施

議 案 番 号 件　　名　・　内　　容

議案第 75 号 専決処分の承認を求めるについて

（令和３年度岸和田市一般会計補正予算（第 10号））

議案第 76 号 岸和田市手数料条例の一部改正について

　市民の利便性の向上や行政運営の簡素化・効率化を図る

ため、住民票の写しなどをコンビニエンスストアなどに設

置されている特定端末機により交付する場合の手数料を通

常 300 円から 200 円に引き下げるためのものです。

議案第 77 号 岸和田市長期優良住宅建築等計画の認定等に係る手

数料に関する条例の一部改正について

　長期優良住宅の普及の促進に関する法律の一部改正によ

り、岸和田市長期優良住宅建築等計画の認定などに係る手

数料を定めるためのものです。

議案第 78 号 岸和田市国民健康保険条例の一部改正について

　健康保険法施行令の一部改正により、出産育児一時金の

支給額を 4,000 円引き上げ、408,000 円とするためのもので

す。

議案第 79 号 令和３年度岸和田市一般会計補正予算（第 11号）

議案第 80 号 令和３年度岸和田市自転車競技事業特別会計補正予算（第１号）

議 案 番 号 件　　名　・　内　　容

議案第 81号

～議案第86号

指定管理者の指定について
 令和４年度からの指定管理者を、岸和田市立浪切ホール、

岸和田市営旧港地区立体駐車場は南海・テレ岸グループに、

岸和田だんじり会館、岸和田城、岸和田市二の丸広場観光

交流センター、岸和田市営駐車場は岸和田市観光振興協会

に指定するものです。

議案第 87 号 岸和田市貝塚市清掃施設組合規約の一部変更に関する

協議について

　火葬場の設置、管理及び運営に関する事務を岸和田市貝塚

市清掃施設組合において、貝塚市と共同して行うため協議す

るものです。

議案第 88 号

～議案第90号

財産処分について

　丘陵地区整備事業区域内の市有地を売却するものです。

議案第 91 号 公平委員会の委員選任につき同意を求めるについて

議案第 92 号 人権擁護委員候補者推薦につき意見を求めるについて

議案第 93 号 令和３年度岸和田市一般会計補正予算（第 12号）

市議案第６号 女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准に向けた

環境整備を求める意見書

全 会 一 致 で 可 決 し た 議 案全 会 一 致 で 可 決 し た 議 案
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【
問
】
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
長
引
く
な
か
、
市
民
の
悩
み
は
複

雑
化
・
複
合
化
し
て
お
り
、
既
存
の
一
つ
の
制
度
で
対
応
で

き
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
行
政
、
民
間
団
体
、

地
域
住
民
な
ど
の
関
係
者
が
必
要
性
を
感
じ
て
チ
ー
ム
に
な

っ
て
支
援
を
す
る
体
制
の
整
備
が
大
事
で
あ
る
。
地
域
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
て
市
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

【
答
】
障
害
者
の
委
託
相
談
支
援
事
業
所
を
６
カ
所
に
拡
充

し
、
地
域
の
各
関
係
機
関
な
ど
と
の
一
層
緊
密
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
構
築
に
努
め
る
。
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進

に
向
け
、
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
を
拡
充
し
た
地
域
連

携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
核
機
関
の
設
置
を
検
討
す
る
。

ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
充
実
も
必

要
で
あ
り
、
運
営
体
制
や
機
能
の
強
化
を
図
り
た
い
。

　

企
業
の
人
材
不
足
は
非
常
に
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、
中
で

も
技
術
職
な
ど
の
専
門
職
の
不
足
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
。

人
材
不
足
解
消
に
は
、
一
般
職
だ
け
で
は
な
く
専
門
職
の
就

職
を
促
進
す
る
た
め
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
人
材

確
保
に
は
、
若
年
労
働
者
の
市
外
へ
の
流
出
を
防
ぎ
な
が
ら
、

市
内
へ
の
流
入
を
増
や
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

  

そ
こ
で
、
若
者
の
定
住
促
進
と
企
業
の
人
材
不
足
を
解
消

す
る
策
の
一
つ
と
し
て
、
本
市
定
住
者
と
市
内
企
業
に
就
職

し
た
人
を
対
象
と
し
て
、
奨
学
金
の
返
還
支
援
を
す

べ
き
と
考
え
る
。

　

未
来
を
担
う
若
年
者
を
支
援
す
る
た
め
に
、
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て
奨
学
金
返
還
支
援
制

度
を
導
入
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

【
問
】
磯
ノ
上
下
水
処
理
場
と
、
し
尿
処
理
施
設
の
天
の
川

浄
苑
は
建
設
か
ら
50
年
以
上
が
経
過
し
、
い
ず
れ
も
老
朽
化

が
著
し
い
。
近
年
地
震
が
多
発
し
て
お
り
、
処
理
施
設
が
倒

壊
し
て
使
用
で
き
な
く
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
施

設
の
今
後
の
あ
り
方
を
聞
き
た
い
。

【
答
】
磯
ノ
上
下
水
処
理
場
は
、
大
阪
湾
流
域
別
下
水
道
整

備
総
合
計
画
に
よ
り
、
効
率
的
な
施
設
運
用
を
行
う
た
め
、

北
部
処
理
区
へ
の
編
入
に
よ
る
施
設
廃
止
を
計
画
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
天
の
川
浄
苑
は
、
令
和
５
年
に
泉
北
環
境

整
備
施
設
組
合
と
処
理
を
広
域
化
す
る
案
が
府
か
ら

検
討
資
料
と
し
て
示
さ
れ
て
お
り
、
昨
年
３
月
に
組

合
に
対
し
申
し
入
れ
を
行
い
、
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
５
年
に
広
域
化
で
き
る
よ
う
に
協
議
し
て
い
る
。

①
小
・
中
学
校
で
１
人
に
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
導
入

さ
れ
、
家
庭
学
習
で
の
活
用
も
増
え
て
い
る
。
通
信
環
境
が

な
い
家
庭
に
貸
し
出
す
Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ
ル
ー
タ
ー
の
Ｓ
Ｉ
Ｍ
カ

ー
ド
購
入
費
や
通
信
費
は
、
各
家
庭
の
負
担
と
な
る
た
め
、

就
学
奨
励
費
の
項
目
に
学
習
通
信
費
を
含
め
る
べ
き
で
あ
る
。

②
市
へ
の
相
談
や
問
い
合
わ
せ
の
電
話
受
付
で
は
、
意
思
確

認
や
意
思
疎
通
が
難
し
い
場
合
が
あ
る
。
正
確
な
対
応
に
つ

な
げ
る
た
め
に
、
通
話
内
容
を
録
音
す
る
機
能
を
導
入
す
べ

き
で
あ
る
。

③
個
別
避
難
計
画
に
基
づ
く
支
援
者
の
確
保
は
重
要

で
あ
る
。
支
援
者
に
と
っ
て
は
損
害
賠
償
な
ど
の
不

安
が
あ
る
た
め
、
安
心
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
、
市

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
す
べ
き
で
あ
る
。

【
問
】
本
市
の
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
は
、
15
歳

到
達
の
年
度
末
ま
で
で
あ
る
が
、
府
内
で
は
、
18
歳
到
達
の

年
度
末
ま
で
を
対
象
に
す
る
市
町
が
順
次
増
加
し
て
お
り
、

昨
年
10
月
時
点
で
は
、
半
数
以
上
の
市
町
が
対
象
年
齢
を
拡

大
し
て
い
る
。
本
市
も
対
象
年
齢
を
拡
大
す
る
と
、
子
育
て

世
帯
の
定
住
や
転
入
促
進
に
も
つ
な
が
る
と
思
う
が
、
現
時

点
で
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

【
答
】
対
象
年
齢
の
拡
大
に
は
経
常
的
に
約
１
億
円
の
経
費

が
必
要
で
、
行
財
政
再
建
を
進
め
て
い
る
現
時
点
で

は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
子
育
て
世
帯
の
定
住
と

転
入
促
進
に
は
子
育
て
施
策
の
充
実
が
大
変
重
要
で

あ
り
、
今
後
、
他
市
町
村
の
状
況
や
本
市
の
財
政
状

況
を
見
極
め
、
拡
大
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
年
齢
拡
大
に
つ
い
て

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
年
齢
拡
大
に
つ
い
て

(( 大阪維新の会大阪維新の会 ))
堂本　啓祐堂本　啓祐

定
住
促
進
と
企
業
の
人
材
確
保
へ
の
支
援
に
つ
い
て

定
住
促
進
と
企
業
の
人
材
確
保
へ
の
支
援
に
つ
い
て

下
水
・
し
尿
処
理
施
設
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

下
水
・
し
尿
処
理
施
設
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

就
学
支
援
、
受
付
業
務
改
善
、
避
難
支
援
関
係
者
の
支
援

就
学
支
援
、
受
付
業
務
改
善
、
避
難
支
援
関
係
者
の
支
援

(( 公明党公明党 ))
南　加代子南　加代子

(( 公明党公明党 ))
友永　修友永　修

(( 公明党公明党 ))
松本　妙子松本　妙子

鳥居　宏次鳥居　宏次
(( 誠和クラブ誠和クラブ ))

  

子
育
て
世
代
が
流
出
し
て
人
口

減
少
中
の
本
市
と
対
照
的
に
人
口

増
加
中
の
明
石
市
と
で
は
、
何
が

違
う
の
か
。
そ
れ
は
、
子
育
て
支

援
の
充
実
度
で
あ
る
。

　

本
市
に
は
、
若
い
世
代
が
住
み

た
く
な
る
子
育
て
・
ま
ち
づ
く
り

支
援
の
施
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

幼
稚
園
・
保
育
所
、
小
・

中
学
校
の
統
廃
合
の
計
画

を
白
紙
に
し
、
子
育
て
環

境
と
教
育
施
策
に
予
算
を

シ
フ
ト
す
べ
き
で
あ
る
。

子
育
て
世
代
が
流
出
し
人
口
減
少
中
の
本
市
に
つ
い
て

子
育
て
世
代
が
流
出
し
人
口
減
少
中
の
本
市
に
つ
い
て

(( 無所属クラブ無所属クラブ ))
井舎　英生井舎　英生

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問  

○
障
○
障
碍碍が

い
が
い

者
を
や
さ
し
く
支
え
る
岸
和
田

者
を
や
さ
し
く
支
え
る
岸
和
田

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問  

○
子
宮
頸
が
ん
予
防
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種

○
子
宮
頸
が
ん
予
防
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種

市政に関する市政に関する 一 般 質 問一 般 質 問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問  

○
行
財
政
再
建
と
今
後
の
人
事
・
組
織
整
備

○
行
財
政
再
建
と
今
後
の
人
事
・
組
織
整
備

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問  

○
小
中
学
校
の
学
力
向
上

○
小
中
学
校
の
学
力
向
上

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問  

○
上
水
道
事
業
の
経
営
戦
略

○
上
水
道
事
業
の
経
営
戦
略

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

(( きしわだ未来 )きしわだ未来 )
反甫　旭反甫　旭

豪
雨
に
よ
る
内
水

豪
雨
に
よ
る
内
水
氾氾は

ん
は
ん

濫濫ら
ん
ら
ん

の
対
策
に
つ
い
て

の
対
策
に
つ
い
て

①
国
の
新
た
な
経
済
対
策
に
あ
る
事
業
者
支
援
策
の
一
つ
に
、

事
業
復
活
支
援
金
が
あ
る
が
、
今
ま
で
の
一
時
支
援
金
や
月

次
支
援
金
よ
り
受
給
要
件
が
緩
和
さ
れ
て
お
り
、
対
象
者
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
対
象
者
が
円
滑
に
申
請
で
き
る
よ
う

に
市
独
自
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
べ
き
で
あ
る
。

②
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、
個
人
だ
け
で
は
な
く
事
業
者
の
デ

ジ
タ
ル
化
促
進
も
必
要
で
あ
る
。
市
は
、
独
自
の
伴
走
型
支

援
策
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
メ
リ
ッ
ト
の
明
確
化
や
設
備

導
入
経
費
の
補
助
、
資
金
計
画
作
成
の
サ
ポ
ー
ト
な

ど
、
総
合
的
な
支
援
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

③
市
内
で
の
消
費
喚
起
を
図
る
た
め
、
事
業
者
や
消

費
者
か
ら
好
評
で
あ
っ
た
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
を
、

国
の
交
付
金
を
活
用
し
て
再
度
行
う
べ
き
で
あ
る
。

新
た
な
経
済
対
策
に
お
け
る
事
業
者
支
援
策
に
つ
い
て

新
た
な
経
済
対
策
に
お
け
る
事
業
者
支
援
策
に
つ
い
て

米田　貴志米田　貴志
(( 次世代政策会議次世代政策会議 ))

雪本　清浩雪本　清浩
(( 公明党公明党 ))

【
問
】
先
進
的
な
モ
デ
ル
と
し
て
、
新
条
小
学
校
と
城
北
小

学
校
を
統
合
し
、
北
中
学
校
区
で
分
離
型
の
小
中
一
貫
校
と

す
る
方
法
も
あ
る
が
、
市
は
ど
う
考
え
る
の
か
。

【
答
】
現
在
、
両
校
の
通
常
学
級
数
は
、
市
立
小
・
中
学
校

の
適
正
規
模
及
び
適
正
配
置
基
本
方
針
で
示
す
適
正
規
模
の

範
囲
内
で
あ
り
、
今
後
の
児
童
数
推
計
で
も
、
当
面
の
間
は

こ
の
規
模
の
範
囲
で
推
移
す
る
見
通
し
で
あ
る
。
ま
た
、
全

学
年
が
35
人
学
級
と
な
る
令
和
７
年
度
で
は
、
両
校
合
わ
せ

て
25
学
級
と
な
り
、
大
規
模
校
と
し
て
適
正
化
対
象

校
と
な
る
た
め
、
現
時
点
で
統
合
は
計
画
し
て
い
な

い
。
し
か
し
、
各
中
学
校
区
で
の
小
中
一
貫
教
育
の

推
進
は
重
要
と
考
え
る
た
め
、
現
状
の
北
中
学
校
区

で
の
小
中
一
貫
教
育
の
進
め
方
も
検
討
し
て
い
く
。

　

地
理
上
、
海
に
近
く
地
盤
の
低
い
地
域
は
、
豪
雨
に
よ
る

内
水
氾
濫
が
発
生
し
や
す
く
、
過
去
に
本
市
で
内
水
氾
濫
が

発
生
し
た
地
域
も
、
概
ね
同
様
の
地
形
と
な
っ
て
い
る
。

　

国
道
26
号
よ
り
海
側
の
雨
水
下
水
道
管
は
、
計
画
降
雨
１

時
間
当
た
り
51
・
７
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
基
準
で
概
ね
整
備
済

み
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
主
要
な
雨
水
幹
線
管
渠
が
整
備
済

み
で
あ
っ
て
も
、
用
水
路
と
し
て
役
目
を
終
え
た
水
路
の
雨

水
を
取
り
込
む
改
善
工
事
が
済
ん
で
い
な
い
。

　

近
年
の
豪
雨
時
の
時
間
降
水
量
を
考
慮
し
て
、
計

画
降
雨
量
を
見
直
し
、
浸
水
の
恐
れ
が
あ
る
区
域
で

新
た
な
雨
水
下
水
道
管
を
敷
設
す
る
こ
と
も
検
討
す

べ
き
で
あ
る
。
内
水
氾
濫
の
被
害
を
軽
減
す
る
対
策

に
つ
い
て
、
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問  

○
財
政
計
画
と
公
共
施
設
の
あ
り
方

○
財
政
計
画
と
公
共
施
設
の
あ
り
方

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

  

○○
コ
ロ
ナ
対
応
に
係
る
庁
内
の
体
制　

ほ
か

コ
ロ
ナ
対
応
に
係
る
庁
内
の
体
制　

ほ
か

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問  

○
本
市
の
防
災
対
策

○
本
市
の
防
災
対
策

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

  

○○
本
市
に
お
け
る
民
間
活
力
の
活
用

本
市
に
お
け
る
民
間
活
力
の
活
用
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女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准に向けた環境整備を求める意見書

　1979（昭和 54）年、国連はあらゆる分野で女性が性に基づく差別を受けない権利と平等

の権利を保障する女性差別撤廃条約を採択し、日本は 1985（昭和 60）年、この条約を批准

した。2021（令和３）年現在、189 カ国が批准している。

　さらに 1999（平成 11）年、条約の実効性を強化し女性が抱える問題を解決するために、

個人通報制度と調査制度を認めた「女性差別撤廃条約選択議定書」が国連総会で決議・採

択され、2000（平成 12）年 12 月末に発効している。2021（令和３）年現在、条約批准 189

カ国中 114 カ国が批准しているが日本はまだこれを批准していない。

　選択議定書の個人通報制度とは、条約で保障された人権を侵害された被害者が、国内の

救済手続きを尽くした後、条約機関に申し立てを行うことができ、条約機関がこれを審査

して見解を出すという制度である。条約機関が通報者の人権侵害を認める見解を出したと

しても、この見解は当該締約国に対し法的な拘束力を持つものではないが、国際的にも国

内的にもその影響は小さくない。

　このような選択議定書を批准することにより、締約国は国際的な人権基準に基づき女性

の人権侵害の救済と人権の保障をより強化できる。

　女性差別撤廃条約の実効性の確保を図ろうとする国際的動向の下で、日本政府は選択議

定書の審議に参加し、決議に加わったものである。

　しかし、日本は男女格差を測る「ジェンダーギャップ指数 2021」が 156 カ国中 120 位に

位置している。新型コロナウイルスの感染拡大で非正規職員の雇止めをはじめ、特に女性

への影響が大きい。女性差別撤廃条約が採択されて40年を超え、女性に対する差別を撤廃し、

男女平等社会を実現するためのさらなる施策が急務となっている。

　政府は、第５次男女共同参画基本計画で「女性差別撤廃条約の選択議定書については、

諸課題の整理を含め、早期締結について真剣な検討を進める」としている。

　よって、国においては、女性差別撤廃条約選択議定書を早期に批准するためにも、我が

国の司法制度や立法政策との関連課題等が早急に解決されるよう環境整備を進めることを

強く要望する。

　以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。

令和３年 12 月 21 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岸和田市議会

２月22日(火)　本会議

　　25日(金)　文教民生常任委員会

　　28日(月)　事業常任委員会

３月１日(火)　総務常任委員会

　　２日(水)　庁舎建設特別委員会

　　３日(木)　予算常任委員会

　　４日(金)　本会議

　　９日(水)　本会議

　　10日(木)　本会議　

　　11日(金)　予算常任委員会

　　　 ～

　　18日(金)　予算常任委員会

　　24日(木)　本会議

　本会議の様子をテレビ岸和
田、ラヂオきしわだで放送し
ます。詳細は各放送局のウェ
ブサイトをご確認ください。
　また、委員会は市議会ウェ
ブサイトで生中継します。

議会中継を議会中継を

　実施します　実施します

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

((次世代政策会議 )次世代政策会議 )
西田　武史西田　武史

子
育
て
世
代
が
住
み
続
け
た
い
ま
ち
に

子
育
て
世
代
が
住
み
続
け
た
い
ま
ち
に

①
投
票
率
の
向
上
に
は
、
誰
も
が
投
票
し
や
す
い
投
票
所
の

運
営
と
投
票
所
に
行
き
や
す
い
環
境
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

高
齢
者
な
ど
は
、
靴
の
履
き
替
え
が
大
変
で
あ
り
、
全
て
の

投
票
所
で
土
足
の
ま
ま
入
場
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
。
ま
た
、

東
岸
和
田
駅
周
辺
に
も
期
日
前
投
票
所
を
設
置
す
べ
き
。

②
町
会
な
ど
が
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
た
と
き
に
、
市
が
交

付
す
る
補
助
金
は
、
継
続
し
て
６
年
以
上
の
設
置
が
要
件
で

あ
る
が
、
設
置
後
６
年
を
経
過
し
て
古
く
な
っ
た
カ
メ
ラ
や
、

６
年
未
満
で
故
障
し
た
カ
メ
ラ
を
更
新
す
る
と
き
も

交
付
の
対
象
に
す
べ
き
で
あ
る
。

③
側
溝
や
水
路
へ
の
転
落
に
よ
り
、
今
も
な
お
全
国

で
年
間
70
人
超
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。
市
民
目
線
で

安
全
確
保
に
向
け
た
整
備
を
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

投
票
所
、
防
犯
カ
メ
ラ
、
側
溝
に
つ
い
て

投
票
所
、
防
犯
カ
メ
ラ
、
側
溝
に
つ
い
て

岩﨑　雅秋岩﨑　雅秋
((公明党公明党 ))

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問  

○
手
話
言
語
条
例

○
手
話
言
語
条
例

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

  

〇
医
療
型
短
期
入
所

〇
医
療
型
短
期
入
所

　

人
口
減
少
に
よ
り
地
域
が
過
疎
化
し
、
空
き
家
が
増
加
す

れ
ば
、
管
理
が
行
き
届
い
て
い
な
い
危
険
な
空
き
家
も
増
え
、

地
域
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
。
一
刻
も
早
く
、

人
口
減
少
を
防
ぎ
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
他
の
市
町
が
取
り
組
ん
で
い
る
空
き
家
バ
ン
ク

を
本
市
も
開
設
し
、
ま
ち
全
体
の
活
性
化
と
全
国
各
地
か
ら

の
転
入
・
定
住
促
進
に
つ
な
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
空
き
家
対
策
は
、
民
間
団
体
や
事
業
者
の
協
力
を

得
て
、
知
恵
や
力
を
最
大
限
に
借
り
て
推
し
進
め
る

べ
き
で
あ
り
、
新
た
に
創
設
さ
れ
た
本
市
の
公
民
戦

略
連
携
デ
ス
ク
と
も
連
携
し
て
取
り
組
み
、
全
国
か

ら
注
目
を
浴
び
る
よ
う
な
先
進
的
な
事
例
を
生
み
出

す
よ
う
要
望
す
る
。

　

小
・
中
学
校
を
小
中
一
貫
校
に
統
廃
合
す
る
場
合
、
チ
ビ

ッ
コ
ホ
ー
ム
の
活
動
は
、
運
動
場
な
ど
を
中
学
生
の
部
活
動

と
す
み
分
け
し
、
屋
上
の
活
用
も
検
討
す
る
と
言
う
が
、
自

然
豊
か
な
地
域
で
屋
上
を
使
う
と
い
う
の
は
疑
問
で
あ
る
。

ま
た
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
導
入
で
は
、
チ
ビ
ッ
コ
ホ
ー
ム
の
下

校
も
含
め
、
安
全
確
保
に
向
け
て
調
整
す
る
と
言
う
が
、
体

力
低
下
や
乗
り
遅
れ
が
懸
念
さ
れ
る
。
よ
り
良
い
教
育
環
境

の
た
め
の
統
廃
合
と
言
う
が
、
良
い
面
よ
り
不
安
な
面
が
多

い
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
た
。

 
 

本
市
の
子
ど
も
医
療
費
助
成
は
15
歳
ま
で
で
あ
る

が
、
府
内
の
６
割
の
市
町
は
、
18
歳
ま
で
拡
充
し
て

お
り
、
早
急
に
拡
充
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
現
在

の
入
院
時
食
事
療
養
費
助
成
も
継
続
す
べ
き
で
あ
る
。

((日本共産党日本共産党 ))
田中　市子田中　市子

市政に関する市政に関する 一 般 質 問一 般 質 問

　

本
市
は
人
口
増
に
転
じ
る
よ
う
な
施
策
と
と
も
に
公
共
事

業
の
最
適
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
高
石
市
と
の
広
域
連
携

に
よ
る
埋
蔵
文
化
財
事
務
は
、
来
年
度
か
ら
の
実
施
に
向
け

て
調
整
中
で
あ
る
が
、
さ
ら
な
る
広
域
化
も
検
討
し
、
よ
り

効
率
的
な
行
政
運
営
を
目
指
す
よ
う
要
望
す
る
。

　

行
財
政
再
建
プ
ラ
ン
の
集
中
改
革
期
間
に
お
い
て
は
、
効

果
額
が
当
初
の
見
込
み
を
上
回
る
が
、
一
方
で
進
ん
で
い
な

い
項
目
も
見
受
け
ら
れ
る
。
今
後
も
し
っ
か
り
と
取
り
組
む

よ
う
要
望
す
る
。

　

公
共
施
設
最
適
化
計
画
に
は
、
令
和
７
年
度
ま
で

に
床
面
積
を
３
％
削
減
す
る
と
あ
る
が
、
現
時
点
で

１
・
５
％
し
か
達
成
で
き
て
い
な
い
。
持
続
可
能
な

市
政
運
営
の
実
現
に
向
け
取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。

持
続
可
能
な
市
政
運
営
に
つ
い
て

持
続
可
能
な
市
政
運
営
に
つ
い
て

( 大阪維新の会 )( 大阪維新の会 )
倉田　賢一郎倉田　賢一郎

３月定例会の日程（予定）３月定例会の日程（予定）

※傍聴される方は、当日、市役所新館
　３階議会受付へお越しください。

※
第
一
分
科
会
（
市
民
セ
ン
タ
ー
の
役
割
）
は

議
論
終
了
に
よ
り
開
催
し
ま
せ
ん
。　

※
こ
れ
ま
で
分
科
会
で
議
論
し
た
内
容
を
共
有

す
る
た
め
、
全
議
員
に
よ
る
全
体
会
議
を
開

催
し
ま
す
。
日
程
は
決
ま
り
次
第
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
掲
載
し
ま
す
。

※
傍
聴
さ
れ
る
方
は
、
市
役
所
新
館
３
階
議
会

受
付
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

政
策
討
論
会
を

政
策
討
論
会
を
開
催
し
ま
す

開
催
し
ま
す

第
二
分
科
会
…
登
録
・
指
定
文
化
財

　
　
　
　
　
　

及
び
文
化
的
・
歴
史
的

　
　
　
　
　
　

文
化
財
の
保
護

第
三
分
科
会
…
本
市
の
自
然
保
全
エ
リ

　
　
　
　
　
　

ア
の
あ
り
方

開
催
日

開
催
日

時
間
時
間

２
月
14
日(

月)

午
前
10
時

３
月
25
日(

金)

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問  

○
埋
蔵
文
化
財
事
務
の
広
域
連
携

○
埋
蔵
文
化
財
事
務
の
広
域
連
携
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